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熱中症の予防と緊急対応に 
万全の備えを！
2023年９月　町田市議会一般質問
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意識障害が認められる熱中症で命を救うためには「冷水浴」が最も効果的

2023年9月　町田市議会議員　矢口まゆ

• NHKみんなでプラス　#学校教育を考える　より 
• コーリー・ストリンガー研究所　ダグラス・カサ所長 
熱中症対策でいうと、最新のデータ分析により、 
“1に冷却、2に搬送”というルールに変更されました。 
かつては病院など治療ができる場所に搬送することが 
第一とされてきましたが、倒れてから30分以内に 
体温を下げることができれば、 
100%命を救えることがわかってきたためです。 

• 熱中症は、倒れてから10分以内に冷却をはじめれば 
救命率が100%になるというアメリカの研究もあります。 
確実に体温を下げるために最も効果的な処置は… 
☑氷水の風呂（アイスバス）を使用すること
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https://www.nhk.or.jp/minplus/0012/topic038.html https://www.nhk.or.jp/minplus/0012/topic033.html#section04

https://www.nhk.or.jp/minplus/0012/topic038.html
https://www.nhk.or.jp/minplus/0012/topic033.html#section04


学校におけるガイドラインの作成の手引きにも 
一番最初にイラスト入りで「氷水浴・冷水浴」が明示されている。
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https://www.mext.go.jp/content/210528-mxt_kyousei01-000015427_02.pdf

P３３～P３７にて、冷却法で最も有効
なのが「氷水浴・冷水浴法」と明記され
ている。あくまでも次に推奨されるのが
水道水散布であり、救命の可能性を上げ
るために「氷水浴・冷水浴法」を 
学校でもできるよう環境整備すべき！

https://www.mext.go.jp/content/210528-mxt_kyousei01-000015427_02.pdf


重症熱中症の発生時、すぐにアイスバスができる環境を！
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① すぐに水を貯められる「アイスバス」とできる入れ物の準備を。 
※容器が大きすぎるとすぐに水を貯められず、時間がかかってしまう。人
が首より下を沈められる大きさで、かつできるだけ早く水を貯められる大
きさのものを準備。 

② 氷はどこから持ってくるか、水はどこから持ってくるかの計画を。 
※場合によっては水をタンクに入れておくなども。 

③ １、２の準備から、意識障害があった場合にはすぐに水と氷を準備すると
いうフローを現場で共有し、緊急時に即座に冷却できる環境の整備を！
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